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取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

A 遊叫電気製品はま全のためのま意事項を守5ないと、 

I 心"叫 乂災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書と別冊の r ま全のために J をよくお読みのラえ、 

製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず保管し 
て < ださし、。 
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ほ用上のご注意 

異常や不具合び起さた日 

万一、異常や不具合び起きたとをや異物び中にはいったとき 
は、ずぐに電源を切り、お買い上げ店またはソニーサービス窓 
□にご相談ください。 

設置について 

• 次のよラな場所は避けてください。 

一直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、温度の高い所 
一窓を閉め切った自動車内(特に夏季） 

一風呂場など、湿気のをい所 
一ほこりのをい所、砂地の上 

一時計、キャッシュカードなどの近く（防磁設計になっていま 
すび、録音済みテープや時計、キャッシュカード、フ□ッ 
ピーディスクなどは、スピーカーの前面に近づけないでく 
ださい） 

• 平らな場所に設置してください。 

• 設置条件によっては、倒れたり落下したりすることびありま 
ず。貴重品などを近くに置かないでください。 

電源について 

• 家庭用電源コンセント ( AC 100 V ) につないでお使いください。 

• AC バワーアダプターを巧くときは、コードを引っ張らずに、 
必ずアダプター本体を持って抜いてください。 

• 内蔵電池び漏液するおそれびあるため、ご旅行などで長い間 
お使いにならないとさは、おず AC パワーアダプターを本体 
およびコンセントから抜いてください。 


充電について 

• 充電には必ず付属の AC ノのーアダプターをお使いください。 

• 充電時間は充電池の使用状態により異なります。 

•はじめて充電するとをや、長時間使用しなかったをでは、充 
電しても通常の使用時間より短いことびあります。何回か放 
電を繰り返すと通常の状態に戻ります。 

• 充電池を充分に充電しても使える時間び半分くらいになった 
とさは、電池び劣化していると思われます。お買い上げ店ま 
たはソニーヴービス窓□にご相談ください。 

取り扱い上のごを意 

•スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密に調 
整してあります。分解、改造などはしないでください。 

•特に、ジャックには異物を入れないでください。故障や事故 
の原因になります。 

• ボ U ユームレべルは音び歪まない範囲で設定してください。 


お手入れのしかた 

キャビネットび巧れたとをは、中性洗剤を少し含ませた柔らか 
い布でふいてください。シンナー、ベンジン、アルコールなど 
は表面の仕上げを傷めますので、使わないでください。 

モニター画面に色む5が起きた日 

このスピーカーシステムは防磁型 ( JEITA *) のため、モニターの 
そばに置いて使ラことびでをますび、モニターの種類により色 
むらび起こる場合びあります。 

色む6び起きた S 

いったんモニターの電源を切り、15〜3 0分をに再び電源を入 
れて < ださい。 


それでも色む6び残るときは 

スピーカーをさらにモニターから離してください。 

さ5に 

スピーカーの近くに磁気を発生するをのびないよラにごを意く 
ださい。スピーカーとの相互作用により、色むらを起こず場合 
びあります。 

磁気を発生する物 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、健康器具、玩具などに 
使われている磁石など。 

* 電子情報技術産業協をの略称でず。 


K 障かな？と思った 6 

こんなとをは 

このよラにして<ださい 

音が出ない/音が止まる 

•接続コード、ケーブルびずベて正しく接続されているか確認ずる。 

•本機と接続された機器の音量び正しく上げられていることをお認ずる。 

• 内蔵充電池で使用の際、 POWER を ON してを POWER ランプび点なしない場合は、充電池び消耗して 

いるので充電する。それでも POWER ランプび消なしたままの場合は、お買い上げ店またはソニーサー 

ビス窓 □にお持ちく ださい。 

音びひずむ 

•接続した機器の音量を下げる。接続した機器にバスブースト機能びある場合は OFF にする。 

•接続した機器に LINE OUT 端子びあるときは、 LINE OUT 端テに接続ずる。 

• 内蔵充電池で使用の際、 POWER を ON してを POWER ランプび点なしない場合は、充電池び消耗して 

いるので充電する。それでも電源ランプび消なしたままの場合は、お買い上げ店またはソニーサービス 

窓□にお持ちください。 

音び割れる/ノイズび出る 

•接続を確認ずる。 

• 接続した機器にノ（スブースト機能びある場合は OFF にする。 

•オーディオ機器びテレビに近すざる所に設置されていないことをお認する。 

電ミ也の持続時間び短い 

• 0 °C し U 下の環境で使用している。電池の特性によるをので故障ではありません。 

• 電池び劣化している。充電池を充分に充電しても使える時間び半分くらいになったときは、お買い上 

げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 


保話書とアフターサービス 

f 呆証書 

保証期間中の修理は 


• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの 
際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、大切に保 
存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。くわし 
くは保証書をご覧ください。 

保証期間揺過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理 
させていたださます。 


アフターサービス 


部品の保有期間について 


調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご案内」にある 
お近くのソニーサービス窓口にご相談ください。 


当社ではアクティブスピーカーシステムの補修用性能部品（製 
品の機能を維持するために必要な部品）を、製造巧ち切りを 
最低6年間なちしています。この部品な有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。な有期間び経過したあとを、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、お買い上げ店また 
はサービス窓□にご相談ください。 



まな特長 

SRS-RS50 はアンプを内蔵したスピーカーシステムです。 
ウォークマンなどにつないでお楽しみいただけます。 

• リフレクターち式採用で、ナチュラルで豊かな音場を再現し 
ます。 

• ワンボックスステレオタイプで、省スペースでご使用いただけ 
ます。 


• 2way 電源咐属の AC パワーアダプター/内蔵充電池)で、置 
を場所を選ばず手軽に音楽をお楽しみいただけます。 

• スタイリッシュなデヴイン、ブルーのイル S ネーシヨン点灯で 
お部屋をあります。 


ち続 


1リフレクターを本機に取り付ける 

図のよラに付属の U フレクターを取り付けます。 
根元までしっかりさしこんでください。 



内蔵巧電式電池で使用する場合は 

本機は内蔵充電式電池の使用により、置き場所を選ばずに、手軽 
に音楽を楽しむことびでをます。 

付属の AC パワーアダプターを本機の DC IN ジャックから外すと 
内蔵充電式電ミ也で使用でをます。 

充電する 

付属の AC パワーアダプターを本機の DC IN ジャックにつないで 
から、をラーちを家庭用電源コンセントにさしこみます。 
CHARGE ランプび点灯し、充電び始まりまず。充電時間は約28 
時間です。 


2付属の AC パワーアダプターを费庭用電源コンセ 
ントに接続する 

付属の AC パワーアダプターを本機の DC IN ジャックにつな 
いでから、を5—ちを家庭用電源コンセントにさしこみま 
す。 

3 CD ウォークマン*などを本機の INPUT ジャック 
に接続する 




CHARGE ランプ 


ご注意 

• 充電は周囲の温度が日〜 35°C の環境で行ってください。 

* 充電中に本機の電源を入れると充電は中断し、 CHARGE ランプび消え 
ます。（コンセントからの電源で再生は続け5れます。） 

• 内蔵充電式電池での再生時間は約6時間です。 POWER ランプび暗く 
なったり、リフレクター部の照明が暗くなった場合は内蔵充電式電池び 
消耗しています。本機の電源を切り、充電してくださし、。 

•充電び完了しても CHARGE ランプは常時点灯しています。 

• 内蔵充電式電池の寿命は使用頻度により異なりますが、約3年です。 
•この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一形プラグ- 
J 曰 TA 規格)をご使用ください。上記 L がが) AC パワーアダプターを使 
用すると、故障の原因にな0ます。 



"ウォークマン"、 "WALKMAN" はへッドホンステレオ商品を表すソ 
—一株式会社の登録商標です。 


ほいかた 

本機を内蔵充電式電池で使用する場合は、まず内蔵充電式電池を 
充電してください。 

はじめに本機の音量を下げておきます。接続した機器の再生を始 
める前に音量を最ルにしてください。 



1本機の POWER スイッチを巧す 

POWER ランプび点なします。 


2接続した機巧を再生する 

音量を調節するには 

VOLUME つまみを回してください。 

リフレクターの照明を使用ずるには 

リフレクター照明スイッチを ON にします。 

ごま意 

•接続した機器にバスブースト機能びある場合は、 OFF にして使用して 
ください。音びひずむことびあります。 

•ラジオなどのモノラルジャックにつないだとさは、ちのツイーターから 
音び出ないことがあ0ます。別売0のプラグアダプター PC-236MS を 
使ラと左ちのツイーターか5音び出ます。 

• 本機を大音量で使巧すると U フレクター照明びち5つくことびあります 
び、故障ではあ0ません。気になる場合はリフレクター照明を消して使 
用して < ださし、。 


主な仕様 


日本国内での充電式電池の廃棄について 


スピーカー部 

方式 2WAY、 バスレフ型、防磁型 (JEITA*) 

使用スピーカーツィーター：直径30 mm X 2 
ウーファー：直径57 mm X1 

アンプ部 

入カインピーダンス 

約4.7 

電源 DC 9 V (付属 AC パワーアダプター） 

内蔵ニッケル水素電池パック 
電圧： 7.2 V 
容量： 700 mAh 
連続使用時間：約 6.0 時間 

(10 mW 出力 U フレクター照明 OF 刊寺） 
充電時間 ：約28時間（フル充電時） 

実用最大出力 6 W (付属 AC/ ワーアダプター使巧時） 

最大がお寸法 234 X 30日X126 mm 

(幅/高さ/奧行さ） （J 曰 TA つ 
質量 90 Og (内蔵電池を含む） 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 

接続コード（ステレオミニプラグト►ステレオ S ニプラグ2 m )(1) 

ま全のために （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

別売りアクセサリー 

プラグアダプター PC-236MS (ミニプラグト►ステレオミニジャック） 

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご 
了承ください。 


ニッケル水素電池は、 U サイクルでさます。不要になった 
ニッケル水素電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁 
テープを貼って充電式電池リサイクル協力店へお持ちくだ 
N 卜 MH さし、。 

充電式電池の回収-リサイクルおよび U サイクル協力店については 
有限責任中間法人 J 目 RC ホームページ 

http://www.jbrc.net/hp/contents/index.htrnl を参照してください。 



ニッケルか素式充電池の取り外しかた 

1 市販のプラスドライバーを使い、図の位置のネジを外してく 




J 曰 TA (電モ情報技術産業協会)の規格による測定値です。 



巧い方相談ち口 


フ I 」 ー ダイヤル . 01吕 0-333-0 吕〇 > 

携帯電話 - PHS ’ 一部の IP 電話’ • 0466-31-251 1 


修理旧談如 


フ U - ダイヤル . 0120 -222-330 ^ 

携帯電話. PHS •-部の IP 電話.' 0466-31-2531" 

※巧巧説明きリモコン等の暦入相該はこちらへお問しをりせください。_ 


を記ま号へ接続を、 

最巧のガイダンスび 
流れている間に 

巧〇引 +r#j 

を巧して < ださい。 
直接、担当窓□へ 
おつなぎしまず。 


I FAX (巧通） 0120 -333-389 受付時巧 月〜金:9:00〜20:00 ±.曰.ネ兄曰:9:00〜17:00 

ソニー株式を社 干108-日07已東京都港区港南1 -7- 1 









